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福島県における野菜の自給率は約50%と低 く,冬期寒冷
な気象条件から,特に冬から春にかけての県外品への依存
度が高い。したがって,こ の時期の自給率を高めて生鮮な

品を豊富に供給することが重要な問題となっている。秋か

ら春にカヨナての本県の気象は低温と日照不足 (太平洋岸を

除き)のため,この期間の栽培は生育の遅れ,品質,収量
の低下等から収益性も低く技術的に解決を要する問題が数

多くある。本県には,現在延面積で500h8の ハウスの作付
けがあるが,冬期間はキュウリ,ト マト,イチゴ,ュラ以外にみ

るべき生産がなく,約 170h3の ハウスが遊休状態にある。

そこで,本報は遊休ハウスの有効利用を目標 として,冬
期無加温ハウス栽培 (1月～2月 どり)でのレタス・ ミッ
パのは種期と保温方法について昭和52年から3ケ年間検討

表 1 年次毎のは種期及び保温方法
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した結果の概要である。

2試 験 方 法

1 レタス
供試品種 "グ レイト・レイクス366MT"を 使用し,パ イプ
ハウスは間口547,奥行 182の ものを使用した。は種期お
よび保温方法は表 1に示す。栽植様式はベッド幅120",株

間30"の 4条植えとした。施肥量は 10o当たり成分量でN
:20ん夕,P2Q:18″ ,聰 0:18ん9,た い肥 :21を 施用し,全
量基肥とした。全面黒ポリマルチを行った。

2 青ミツパ
供試品種は"柳川 2号 "(自茎 )を使用し,パ イプハゥス
はレタスと同型のものを使用した。は種期および保温方法

は表 1に示す。は種はベッド幅 100"に くわ幅に4条散ば
とし,は種量は52年,53年には1″当たり40R`と したが厚

12)ハウス内の気温地温の推移をみると,無被覆に比べ
て, トンネル内の気温は約3℃ 高く, トンネル十ホカホカ
マットの気温はさらに07～lSC高 くなった。トンネル内
の地温は,黎被覆に比べると09～28℃高く,ポ ツトンネ
ルをかけることによって気温,地温ともかなり高く保てる
ことがわかった。

●)レ タスの全重,球重,球の大きさは,無被覆とトン
ネルを比べるとトンネル区が優れたが ,被覆区の間で比べ

ると,ポ リトンネルのみとポリトンネル+保温資材区では
あまり差がなかった。
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まきの書が認められたので,54年 には 1″当たり20●′とし

た。施肥量は103当 たり成分量でN:20均,&α:16″ ,K20
:18り ,た い肥 :2t施用し,全量基肥 とした。

3試 験 結 果

1 レタス
(1)は種期と収穫期 との関係は年によって気象条件が異
なったため,若千の違いがあったが,9月 上旬まきで 12月
中～ 1月 中旬 ,9月 中旬まきで 1月 上旬～ 1月 下旬,9月
ド旬まきで 1月 下旬～ 2月下旬に収穫することができた。

昭 和 52年 昭 和 53 年 昭 和 54年

レタス

は 種 期

第 1回は種   8月 26日
第 2回 ″   9月 5日
第 3回 ″   9月 15日
(無 被 覆 )

9月 5日
9月 14日

'月
25日

(ト ンネル被覆 )

9月 25日

保温方法

無 被 覆

トンネル  (ポ リのみ )
トンネル+ホ カホカマット
(9月 15日 まき)

トンネル  (ポ リのみ )
トンネル+シ ル′ヽ 一ポ リ
トンネル+ホ カホカマット
(9月 25日 まき)

無 被 覆
トンネル   (ポ リのみ )

ミツ′ヽ

は 種 期

第 1回 は種   9月 1日
第 2回 ″   9月 21日
第 3回 ″   10月 11日
第 4回 ″   10月 31日
(無 被 覆 )

9月 21日
10月 13日

10月 31日

31日

保温方法

無 被 覆

トンネル  (ポ リのみ )
トンネル +ホ カホカマット
(10月 31日 まき)

トンネル  (ポ リのみ )
トンネル +シ ルバーポ リ
トンネル+ホ カホカマット
(10月 31日 まき )

トンネル  (ポ リのみ )
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注    (

表 3

(● 結球はじめは,無被覆とポリトンネル区を比較する
と, ポリトンネル区のほうが早かったが,時期別の収穫率
は両区の間にあまり差がなかった。しかし,ポ リトンネル

区では収穫時の球重が重く,結球が良好で変形度や厳寒期
の寒害が少なかった。

15)収益性は,″当たり130円  200円 の いずれの単価
でもポリトンネル区,無被覆区の2区 とも赤字にはならな
かった。しかし,いずれの単価でも無被覆区のほうが所得
率および所得金額は増加 した。

以上のことから,無加温ハウス栽培で 1月 ～ 2月 にかけ
てレタスを生産するには当地方では, 9月 中～下旬のは種

が適当と思われた。また良品質のものを生産するには,ポ
リトンネルによる夜間の保温が必要であるが,保温資材を

表 2 時期別収穫株数 (レ タス)

併用する必要はないものと思われた。

2 青 ミツパ
(1)は種から収穫までの日数は年によって若手の違いが
あったが,9月 211日 ころまでに,は種 したときには約 65-
70日 ,10月 中旬は種では70日 前後,10月 下旬は種では75～

80日 であった。

●)ポ リトンネルは無被覆区に比べて約 3℃高 く温度が
維持できた。また,ポ リトンネルにホカホカマットや シル′`一

ポリを併用すると,さ らに05～ 14℃高く気温が保てた。
13)ミ ッパの生育は,無被覆とポリトンネルの夜間保温
区とでかなりの差がでたが , ポリトンネルにホカホカマ

ットやシルバーポリを併用 してもミツパの生育はほぼ同じ

かむしろ劣った (昭 53)。

昭和 53年

表 4 収穫時調査 (被覆資材別 )

表5 生育調査 (昭和54年 )

注 め 変形度指数 0-正常,1-小 ,2-中 ,3-甚
b)緊度指数 1-軟 ,2-普通,0-硬
c)指数は無被覆区を100と した数値である。

“

)無被覆 とポリトンネルでミツパの生育を比較すると,
無被覆区は全期間を通じて,S(13～ 20昴未満)と くず (13

“
未満 )が殆んどであったのに対 しポリトンネル区は前年

にはM(20～ ∞
"未
満 )と Sが約半数づつであったが,後半

にはL(30“以上 )がムえてSが減 った。なお,ポ リトンネ
ル区は全期間を通 して くすが少量であった。

“

)収益性はり当たり300円 (昭和 55年 1月 ～ 3月 の呼
均価格 )で計算すると,無被覆区では販売可能収量が少な
かったため赤字になったが ,ポ リトンネル区ではくずが少
なく販売可能収量が多いため収益がよくなっている。

以上のことから,無加温ハウス栽培で 1月 ～ 2月 にかけ
て青 ミッパを生産するには,当地方では 10月 下旬に,は種
し,ポリトンネルで保温する必要がある。しかし,ホ カホカマ

ットのような保温資材を併用する必要はないと思われる。

)内 は全収穫個数に対する割合 (%)

ハウス内外の気地温 C)(昭
和 52～ 50年 )
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注  1 外温の中ハウス附近地温は地表より約 40"の所
を測定 した。
2 ハウス内の気温はベッド(約10“高 )の地表より
約 40いの所を測定した。
3 ハウス内の地温はベッド地表下約 5"の所を測
定した。

*1:ポ リトンネル区,1:無被覆LX
図 1 時期別の規格割合 (10/31,197?は 種)
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531218 1222 541 6 112 127 210

第 1回は種
(9月 5日 )

第 2回 は種
(9月 14日 )

第 3回 は種
(9月 25日 )
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